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が, そのうち C.sinensisは主として日本, 台湾,






座 長 :東 昇 (京大)
乳呑みマウス脳7代,-ムスター腎細胞 3代通過後,
サル (タイ国産 Cynomolgus)腎 2代培養細胞に感染
させたものである｡感染後15時間よりCPEが現れ始
め,20時間後に著明となり,30時間で細胞はガラス壁
より脱落する｡電顕試料には感染20時間の細胞 を供
し,形の如 くオスミック酸固定後,包埋し超薄切片と
して観察した｡
成績 :数多 くの観察の結果,1.増殖様式,2.ウイル
ス粒子の性状,3.不完全ウイルス粒子等に関して次の
ような成績を得た｡
1. 増殖様式
1) ウイルス粒子は細胞外に遊離あるいは細胞質膜
に接して存在 し,細胞内ではほとんど認められない｡
2) 電子密の coreをもったウイルス粒子の出芽像
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